
長岡市立図書館開館 100 周年記念イベントとして、10 月 15 日に

林真理子さんの講演会を開催致します。 

そこで、今回は林真理子さんの著作の中からおすすめの図書をご

紹介します！ 

 

 

 

『RURIKO』 

角川書店 
 

女優「浅丘ルリ子」の 

半生を描いた小説です。 

石原裕次郎、小林旭、美 

空ひばり…銀幕の大スタ 

ーたちが、彼らの出演作 

品顔負けの人間ドラマを 

繰り広げます。彼女の大きな瞳に映った世界

とは。カッコよく歳を重ね、今も輝いている理

由が分かります。 

『着物をめぐる物語』 

新潮社  

 

 

着物にまつわる様々な人 

間模様を描いた短編集です。 

伝統的な織物である越後 

上布を題材にした物語などが、収録されてい

ます。 

人はなぜ着物に執着するのか…決して美し

いだけではない、着物が持つ独特の魔力を存

分にお楽しみください。 

 

『本を読む女』 

 新潮社 

 

 

著者自身の母親をモデル

に、昭和という時代を生き

た一人の女性の物語です。 

主人公の万
ま

亀
き

は、時代に 

翻弄されながらも苦難に耐え抜き、様々な本

と出会いながら、自分がどうありたいのかを

問い続けます。 

物語の最後で、前向きに生きていく決意を

する姿に、きっと心を打たれます。 

 

 

『野心のすすめ』 

講談社  

 

40社以上の就職試験 

に落ち、アルバイトで食 

いつなぐ貧乏時代を経験 

し…。林真理子さんのよ 

うな人気作家にもそん 

な時代があったのです。多くの失敗に学び、自

分を信じて挑戦し続けてきた著者から、一生

懸命努力している人に向けたエールといえる

１冊です。 
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201８★秋号 

～平成 30年は図書館開館 100 周年 

あなたのそばにいつも図書館～ 

＊このページで紹介した本は、中央図書館一般コーナー入口付近に展示しています。ぜひご利用ください！ 

作 家 

林 真理子 



実績報告 

■主催：長岡市・長岡市教育委員会 

■会期：平成 30年 7月 20日（金）～8月 5日（日） 16日間 

■会場：中央図書館２階 美術センター 

■入場者数：3,643人 

■主な展示内容（展示総数 約 570点） 

①松岡さんが影響を受けた本 

②松岡達英さんと長岡 

・少年時代『父さんの小さかったとき』原画 

・秘密の取材地 東山マップ 

・まちで出会える松岡さんの作品 

『でんしゃはっしゃしまーす』原画 

③長岡の自然を描く 

『だんご博士の観察記』『野あそびずかん』 

『あまがえるりょこうしゃ トンボいけたんけん』『さとやまにはるが

きた』『イモリくんヤモリくん』『カエルくんのだいはっけん！』 

『ぼくらはいけのカエル』原画、流木工作 

④海外の自然を描く 

『すばらしい世界の自然』『熱帯探検図鑑』『ジャングル』『ツーティ

のちいさなぼうけん』『サファリ』原画、タペストリー、昆虫標本、

採集道具、取材ノート 

⑤松岡達英さんのあゆみ 

・年表でみるこれまでのしごと（書籍、原画） 

・最新情報 中国での活動 

⑥ミリオンセラー『ぴょーん』紹介 

・原画、書籍、映像、布絵本、グッズほか 

■関連行事等 

 ・ギャラリートーク 7/20・8/5（2回）約 80人 

 ・サイン会 7/22 43組 ・川口地域巡回展 8/8～9/3 

 ・松岡達英さんと楽しい親子自然観察会 7/30 18人 

 ・関連本コーナー 市立図書館全館＆まちなか絵本館に設置 

 

 

長岡市立図書館開館 100周年記念 長岡開府 400年記念 

画業 50年 長岡の自然に育まれた松岡達英展 開催報告 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

この夏、長岡出身で科学絵本の第一人者として世界的に活躍されている絵本作家 松岡達英さんの展覧会を開催し

ました。市立図書館開館 100年と松岡さんの画業 50年にふさわしい特別な展覧会になるよう、松岡さんから様々な

アイディアをいただきながら試行錯誤を重ね、実現にいたることができました。 

ご覧になったお客様からは「松岡さんの人生・世界が良くわかった」「同郷に、こんなすばらしい作家さんがいる

ことを誇りに思う」「作品を通じて自然の美しさを感じた」「絵が命を持っているようだ」等の感想が寄せられました。 

本展で絵本原画や貴重な資料にからめて多くの関連書籍を紹介できたこと、また、あまり知られていない松岡さん

の絵本作家以外の仕事も含め、これまでの膨大な量の業績を詳細に年表にまとめたこと等、図書館らしく大変意義の

ある展覧会になったのではないかと思います。 

市民の皆様をはじめ、市外・県外からも多くのご来場をいただきありがとうございました。 

7/20 オープニングセレモニー 

 

7/30 松岡達英さんと楽しい親子自然観察会 

 

 

8/5 クロージング ギャラリートーク 

 

 

 



 

 

 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
長岡市史双書 №57『大正記念長岡市立互尊文庫 
         市立図書館の開館と戦災復興』発刊 ～文書資料室だより～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央図書館所蔵資料紹介 №158 山本五十六 修身訓 

 

 山本五十六
い そ ろ く

（1884～1943）は、旧長岡藩士高野貞吉と峯の子として

生まれました。旧制長岡中学校を卒業した後、広島県江田島の海軍兵学

校を受験し合格。海軍への道を歩き始めます。五十六の育った高野家は、

代々儒学者の家柄で、先祖の栄軒・余慶親子は、家老山本老迂
ろ う う

斎
さい

のもと、

藩主の家譜をはじめ、藩にとって重要な書物を著しました。 

家老山本家は、12 代帯刀
たてわき

が北越戊辰戦争で大隊長として戦い、家名

断絶となります。しかしその後再興され、大正 5 年(1916)に山本家を継

ぐこととなったのが五十六です。 

紹介する書は昭和 15 年（1940）、56 歳の秋に書かれたもので、五十

六は前年に連合艦隊司令長官、この年の 11 月には海軍大将の任命を受

けています。 

「春は、慈愛の心が生まれ、夏は、徳を伸ばし、秋は、道理にかなっ

た行いをし、冬は、礼をもっておさめる」 

これは『史記』の中の「万物は春に生じ、夏に長じ、秋に収め、冬に

蔵す」という自然の摂理を説いた言葉に由来すると思われます。 

重責を担う五十六が、部下に諭した教えなのか、それとも自ら言い聞

かせたものでしょうか。           （小熊よしみ） 

☆10 月 2 日（火）から３０日（火）まで中央図書館エントランスで展示する予定です。 

「大正記念長岡市立互尊文庫」は大正７年６月

８日に長岡市東坂之上町(現在の長岡グランドホ

テル付近)に開館しました。その建設費・運営費

などは、市内渡里町の商人・野本恭八郎(互尊翁)

の寄付によるものでした。翁は「自他の天分を尊

び、互いに認め合いながら生きていくことが大切

である」という「互尊独尊」の思想を説き、それ

に基づいて研鑽を積む場所になってほしいとい

う願いを込め、図書館に「互尊文庫」と名付けま

した。   

『創立四十年記念号 館報』(昭和 30 年刊)に

は、互尊文庫は「当時の図書館としては誠に壮麗

な建物で、周囲の庭園は、松、杉、欅、公孫樹等

の老木が枝葉を張つて森閑、文化を語り、読書に

耽るには絶好の環境下にあり、木の目、塗色新し

い新館に勤務する職員一同、恍惚として、踏む足

も宙に浮くような気分であつた」という回想談が

載っています。後に那須御用邸などの設計にもか

か工学士・鈴木鎮雄による近代建築は長岡の名所

と 

かわる工学士・鈴木鎮雄による近代建築は長岡の

名所となりましたが、昭和 20 年８月１日の長岡

空襲で焼失しました。 

互尊文庫の開館から 100年。この節目の年に、

文書資料室は長岡市史双書№57『大正記念長岡市

立互尊文庫 市立図書館の開館と戦災復興』を刊

行しました。互尊文庫の草創期から、戦禍を越え

て、昭和 23 年の新築開館までの歩みを絵葉書や

新聞・歴史公文書の記事等をもとにたどります。 

昭和 63 年、学校町に長岡市立中央図書館が開

館しました。互尊文庫がそれまで担ってきた、市

の中心の図書館としての役割は中央図書館に引

き継がれました。年月が経ち、建物や場所が変わ

ることがあったとしても、｢互尊文庫｣の理念が失

われることはありません。互尊翁の願いととも

に、長岡市立図書館は次の 100年に向けて、新た

な歴史を刻んでいきます。   （桜井奈穂子） 

※長岡市史双書№57 は、文書資料室・中央図書館で購入できます。 

                    （頒布価格 1,500円） 
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10 月～12 月 イベント 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

＜映画会＞    

 

 

 

10/10(水)「僕たちの家（うち）に帰ろう」    

2014年/中国（103 分） 

10/27(土)「次郎長三国志～大馬鹿者 

でござんす。～」 

2008年/日本（126 分） 

＜読書週間名作映画会＞ 

11/ 9(金)「子どもに本を-石井桃子の 

挑戦Ⅰ・Ⅱ」10：00 上映 

2015年/日本（84分） 

11/ 9(金)「ドリーミング 

～ミュージカル～」14：00上映 

2009年/日本（133 分） 

11/18(日)「シング・ストリート 

～未来へのうた～」      

   2015年/アイルランド・イギリスほか(106分) 

12/ 4(火)「リアル～完全なる首長竜の日～」               

2013年/日本（127 分） 

＜クリスマス映画会＞ 

12/24(月祝)「ぶどう酒びんのふしぎな旅」        

10：00上映 

2015年/日本（30分） 

12/24(月祝) 「こねこ」           14：00 上映 

1996年/ロシア（84 分） 

※上映 30分前から開場 

 

平成 30 年 10 月 1 日 長岡市立中央図書館 編集・発行 

長岡市学校町 1-2-2 ℡ 0258-32-0658 

mail：lib@city.nagaoka.niigata.jp 

 

 

平成 30年は図書館開館 100周年 
あなたのそばにいつも図書館 

 

※ 11/9（金）の「読書週間名作映画会」と、12/24（月祝）の

「クリスマス映画会」は “２本立て(午前・午後)”です!! 
 

 

図書館資料に親しむ初心者向け講座 

くずし字を読んでみよう！ 

『北越雪譜』～越後縮の話～ 

◆日時：12/7（金）10:30～12:00 

◆対象：高校生以上 

◆講師：小熊よしみ（当館嘱託員） 

◆会場：中央図書館 2階 講座室 1 

◆定員：30人（先着）参加費無料 

◆申込：11/20（火）9:30～窓口・電話で 

 

  

◎入場無料・申込不要 2 階講堂  

 

 

 

 

価値ある小さな美術工芸品として、世界中で多くの

人を魅了しているドールハウス。わが国唯一のドール

ハウス専門美術館として 2017 年にオープンした箱根

ドールハウス美術館の貴重なコレクションの中から、

世界中の選りすぐりの作品をご紹介します。ミニチュ

ア作品の技術の精巧さ、作られた社会背景、奥深さな

ど、その魅力を余すことなくお楽しみください。 

◆会 場：栃尾美術館（上の原町 1-13 ℡53-6300） 

◆期 間：9/22(土)～11/18(日)午前 9時～午後 5時 

（発券は午後 4時 30分まで） 

◆休館日：月曜日（10/8日は開館、10/9は休館）     

◆観覧料：一般 600円(500円)、大高生 300円(250円) 

     中学生以下無料 ※（ ）内は 20名以上の団体割引料金 

■関連イベント 

ワークショップ 

ねんどでつくるミニチュアのたべもの 

◆日時：10/21(日) ①午前 10時～11時 30分 

②午後 2時～3時 30分 

◆定 員：各回 10名(先着) 

◆申 込：10/10(水)より電話で 

◆参加費：500円 ◆対 象：小学生以上 

◆会 場：栃尾美術館 アトリエ 

 

 

ミニチュアワンダーランド 

 世界のドールハウス展 
 

チ
ュ
ー
ダ
ー
様
式
の
玩
具
屋 

１
９
９
６
年 

イ
ギ
リ
ス  
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